



























1  ベトナムではインドシナ戦争ではなく、抗仏戦争（Kháng chiến chống Pháp）という呼称が用いられているが、本
論文ではインドシナ戦争と抗仏戦争を適宜使い分ける。





4  ベトナムではベトナム戦争ではなく、抗米救国戦争（Kháng chiến chống Mỹ, cưu quốc）という呼称が用いられる
が、本論文では抗米救国戦争とベトナム戦争を適宜使い分ける。
5  人名のホー・チ・ミン（Hồ Chí Minh）と区別するために、人名以外のものはホーチミンと表記する。また、ホー
チミンルートの英語表記は Ho Chi Minh trail である。
6  ベトナムでは Đường mòn Hồ Chí Minh、Đường Hồ Chí Minh、Đường Trường Sơn と表記されているが、本稿では
「はじめに」と「第1節」まではホーチミンルートと表記し、「第2節」以降はチュオンソン山脈ルートと記す。そ
の理由については、本文の「第1節」の用語の定義のところで説明する。
7  Đường Hồ Chí Minh (Nhà Xuất Bản (NXB) Chính Trị Quốc Gia, 2007).






































9  Bộ Quốc Phòng Trung Tâm Từ điển Bách Khoa Quân Sự, Từ điển Bách Khoa Quân Sự Việt Nam (NXB Quân Đội Nhân 
Dân, 2004), p. 404; Đường Hồ Chí Minh, p. 13.
10 今井昭夫「ベトナム戦争中における南部赴任幹部についての考察－ベトナム第３国家文書館「B 赴任幹部書類」
検索リストを用いて」『東京外国語大学論集』（第82号、2011年）。







































12 ホーチミンルートの見出し語については Bộ Quốc Phòng Trung Tâm Từ điển Bách Khoa Quân Sự, op. cit., p. 404 を、「海























よって倒すという路線を提示した「南ベトナム革命路線」（Đường lối cách mạng miền Nam）16
という文書を完成させた。同年12月から翌年1月にかけてレ・ズアンは、当時の南ベトナム










14 ベトナム北部のブイチュー（Bùi Chu）とファットジエム（Phát Diệm）は、カトリック教徒の多い土地であった。
これらのカトリック教徒の多くが南へと移住した。この際に移動したカトリック教徒は、北緯17度線以北にいたカ
トリック教徒の96.5％を占めていたと、チュオン・チン（Trường Chinh）が1955年8月に行なわれた第8回中央委員
会議で報告した。“Báo cáo của đồng chí Trường Chinh tại hội nghị trung ương lần thứ Tám”, Đảng Cộng Sản Việt Nam, Văn 
Kiện Đảng Toàn Tập, tập 16, 1955 (NXB Chính Trị Quốc Gia, 2002),  p. 478. 
15 この時期の南ベトナムにおける解放勢力の抵抗については、前掲拙著、特に第3章を参照のこと。
16  「南ベトナム革命路線」の全文は、“Đường lối cách mạng miền Nam, tháng năm 1956”, Đảng Cộng Sản Việt Nam, Văn 
Kiện Đảng Toàn Tập, tập 17, 1956 (NXB Chính Trị Quốc Gia, 2002), pp. 783-825 を参照のこと。南ベトナムにおける「南
ベトナム革命路線」の影響等については、拙稿「南ベトナムにおける革命路線の萌芽－『南ベトナム革命路線』の



















18 Học Viện Chính Trị Quốc Gia Hồ Chí Mimh Viện Lịch Sử Đảng, Lịch Sử Biên Niên-Xứ Uỷ Nam Bộ và Trung Ương Cục 
Miền Nam 1954-1975 (NXB Chính Trị Quốc Gia, 2002), p. 140.








ある。チャン・ヴァン・チャーは、1982年『鋼鉄の B 戦区の歩み・第５巻・30年戦争の終結』（Trần Văn Trà, Những 





発禁本を含む、チャン・ヴァン・チャーが生前に執筆した原稿が、選集『30年戦争の終結』(Trần Văn Trà, Kết Thúc 






　また最近、当時の南ベトナムで活動していた南部委員会や南部中央局（Trung Ương Cục Miền Nam）についての
書籍が多数出版されるようになった。しかしやはり15号決議以前の党中央と現場の関係については注意すべき点が
多い。1954年から75年までの南部委員会と南部中央局の活動についての1,200頁にわたる書籍（Học Viện Chính Trị 
Quốc Gia Hồ Chí Minh, Viện Lịch Sử Đảng, Lịch Sử Biên Niên : Xứ ủy Nam Bộ và Trung ương cục Miền Nam 1954-1975 (NXB 
Chính Trị Quốc Gia, 2002)）が2002年に出版された。その後この書籍に254頁が追加され、総頁数が1,454頁にも及ぶ
増補改訂版（Học Viện Chính Trị Quốc Gia Hồ Chí Minh, Viện Lịch Sử Đảng, Lịch Sử Biên Niên : Xứ ủy Nam Bộ và Trung 














1960年にハノイ国家大学歴史学科（Khoa Lịch Sử, Đại Học Hà Nội）、1964年に国民経済大学計
画学科（Khoa Kế Hoạch, Đại Học Kinh Tế Quốc Dân）を卒業し、ベトナム経済院（Viện Kinh 
Tế Việt Nam）やハノイ経営工業大学（Đại Học Kinh Doanh và Công Nghệ Hà Nội）で勤務し、





プライン」（Đường ống xăng dầu）、第3章は「海上ルート22」（Đường Hồ Chí Minh trên biển）、
第4章は「第三国経由ルート23」（Vận chuyển quá cảnh）、第5章は「送金網24」（Binh chủng tiền 












2011年）1,293頁に掲載されている quá cảnh の見出し語の訳としては、「1. 国境を通過する。2. 通過査証」があげら
れている。越越辞典（Ngôn Ngữ Học Việt Nam, Từ Điển Tiếng Việt (NXB Thanh Niên, 2000), p. 753）の quá cảnh の見出
し語では、「関係国間で締結された協定に基づいて、相手国に到着する前に一カ国もしくは複数国を経由してモノ
やヒトを輸送すること」（vận chuyển hang hóa, hành khách qua một hay nhiều nước để tới nước khác, trên cơ sở hiệp định 
đã ký giữa các nước hữư quan）と、目的地につく前に第三国を経由するというニュアンスを強調している。そのため
本稿においては、「第三国経由ルート」という訳語を採用した。
24 binh chủng は軍隊の兵種（例えば陸軍、海軍など）を表し、tiền はカネ、資金、現金などを表す。カネや資金によ
る兵種と言うのは存在しないが、カネや資金がなければ様々な活動を維持できない。そうした暗喩もこめられてい





版されているが、ベトナム語の代表的なものとして、Quân Đội Nhân Dân Việt Nam, Bộ Tư Lệnh Binh Đoàn 12 – Viện 
Lịch Sử Quân Sự Việt Nam, Đường Hồ Chí Minh Một Sáng Tạo Chiến Lược của Đảng (NXB Quân Đội Nhân Dân, 1999)、本
稿でも言及する559部隊については Lịch Sử Đoàn 559 Bộ Đội Trường Sơn Đường Hồ Chí Minh(NXB Quân Đội Nhân Dân, 
1999) なども参照のこと。最近では、チュオンソン山脈ルートについての一問一答集、Nguyễn Việt Phương, Trường 
Sơn Đường Hồ Chí Minh huyền thoại, tập I và tập II (NXB Trẻ, 2004) なども出版されている。また、日本語に翻訳され
たものとしては、Le Cao Dai, The Central Highlands : A North Vietnamese Journal of Life on the Ho Chi Mnh Trail, 1965-
1973 (The Gioi Publishers, Hanoi, 2004) ［邦訳は、レ・カオ・ダイ（古川久雄訳）『ホーチミン・ルート従軍記－ある




















































　1968年4月12日、兵站総局（Tổng cục Hậu cần）は、01灌漑工事部隊（Công trướng thủy 
lợi）を設立した。同部隊は4月29日のゲアン省への転任の際に18作業部隊（Công trướng18）
と名付けられ、マイ・チョン・フック（Mai Trọng Phước）大佐が指揮を取った。同年８月
10日、ゲアン省ナムダン県ナムタイン村（xã Nam Thanh, huyện Nam Đàn）の N1燃料庫から














め759部隊（Đoàn 759）と呼ばれる。この部隊は当初603大隊（Tiểu Đoàn 603）に属し、活動
も小規模なものだった（151頁）。
　1961年10月23日に国防部は 97/QĐ 令を出し、国防部直属の759部隊に改組し、ドアン・ホ











































　1968年のテト攻勢のあと、125部隊は「間接輸送」（vận chuyển giáp tiếp）という輸送方式
を開始した。パリ会談開始に伴う北爆停止により、北緯17度線以北の航海は自由に安全に
行うことができるようになったが、逆に南ベトナムの沿岸警備が厳しくなった。そこで125

































　1966年7月、南部中央局は第17補給部隊（Đoàn Hậu Cần 17、以下17部隊と略す）を設立
し、北ベトナムからシハヌークビル港に送られてくる物資を受け取り、南ベトナムに運ぶ
任務を担当させた。プノンペン在住の越僑の組織であるカンボジア越僑委員会（Ban Cán Sự 













　17部隊は、カンボジア政府の認可を受けたハックリー商業輸送会社（Công Ty Thương Mại 
































　南ベトナムで受取を担当したのは、南部中央局特別財政委員会（Ban Tài Chính Đặc Biệt 
thuộc Trung Ương Cục Miền Nam）、通称 N2683(N.2683) と呼ばれる組織である。B29 から
－96－ 鹿児島県立短期大学地域研究所「研究年報」第43号（2011）








の外国送金を使用する FM 方式であった。この方式は1965年にムイ・フィー（Mười Phi）
とグエン・タイン・クアン（Nguyễn Thanh Quang）らによって考案された。香港の中国銀
行、ヨーロッパではナロードニ銀行ロンドン支店やユーロ銀行から、南ベトナムの金融機




　こうした AM 方式と FM 方式によって南ベトナムに支援された資金額は、678,701,847ドル
にのぼる（315-316頁）。
おわりに
　本稿では、ベトナム戦争中の南北ベトナム間の移動および補給ルートについて言及した。
従来、南北ベトナム間の移動および補給ルートとして注目されてきたのは、チュオンソン
山脈内を通るチュオンソン山脈ルートであったが、このルート上のヒト、モノ、カネの流
れにのみ注目していては不十分であり、それ以外のルートを含めた全体像を明らかにする
ことが重要である。そこで、ダン・フォンの『5つのホーチミンルート』に依拠して、南北
ベトナム間の移動および補給ルートを総合的に把握する視角の重要性を唱えると同時に、
同書の内容を紹介した。
　ダン・フォンが「5つのホーチミンルート」としてあげているのは、「チュオンソン山脈
ルート」、「パイプライン」、「海上ルート」、「第三国経由ルート」、「送金網」の５つのルー
トである。「チュオンソン山脈ルート」については、15号決議以降1959年5月に設立された
559部隊の輸送活動が主に紹介されている。「パイプライン」では、兵站を担当する部隊が
いかにして燃料を輸送したのかについて言及されている。当初は竹をパイプラインとして
使用する案などが検討されていたこと、1968年4月から正式なパイプライン設置が開始され
たこと、最終的には中越国境から南ベトナムのビンフック省ブーザーマップまで5,000キロ
のパイプラインを設置したことが分析の対象となった。「海上ルート」については、15号決
議以降759部隊が設置され、後に海軍直属に改組された125部隊が任務にあたったことが取り
あげられている。海上ルートについては戦況や時期によって、「間接輸送」や「公開化、大衆
化、現地化」など、さまざまなルートと手法が考案されたことに焦点があてられている。「第
三国ルート」は主にカンボジアを経由するルートについて明らかにされている。カンボジ
ア国内の越僑に組織させた K 委員会が、カンボジアを通るルートに関しては主要な役割を
果たしたことが紹介されている。最後に「送金網」については、現金を直接運ぶ AM 方式、
－97－福田忠弘　ベトナム南北分断以降の南北ベトナム間の移動および補給ルートについて
世界の金融機関のサービスを利用する FM 方式があったことに言及されている。
　南北ベトナム間の移動および補給ルートについては、単にチュオンソン山脈ルートにの
み注目していてはその全貌を明らかにすることはできない。このダン・フォンの著作が大
きな問題提起となり、今後の研究が行われていくものと思われる。
付記
　本研究は、平成23年度科学研究費補助金（若手研究（B）課題番号50386562）の助成によ
る研究成果の一部である。
－98－ 鹿児島県立短期大学地域研究所「研究年報」第43号（2011）
